
　　　　

2024 年 12 月 1 日

平日
土・長期休暇
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言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・避難訓練（事業継続計画（BCP））に基づき実施しています。また安全計画に基づき定期的に研修、実践を行っています。

（別添資料１）

家族支援
毎日の送迎で職員が日々の活動でのお子様の様子や新たに出来るようになった事
などのの報告を欠かさず行います。またご家族の疑問や不安に思う事などを少し
でも解消できるように取り組んでいきます。

移行支援
ご利用者の将来についてご家族、学校等との連携を密にして支援していき
ます。また福祉的就労に必要な訓練等も行っていきます。

地域支援・地域連携
機会があれば、地域のイベントなどに参加して、地域との関わりをもてるように
取り組んでいきます。

職員の質の向上
虐待、障がい特性、感染症対策などの定期研修のほか、職員の疑問に対し
て、随時研修を行っていきます。

支　援　内　容

事業所での一日の流れを習得して落ち着いた１日を過ごせるような環境を作っていきます。
安心して日常生活や社会生活が送れるようにそれぞれの児童に適した身体的、精神的、社会的訓練を行っていきます。

姿勢保持など日常生活に必要な動作の基本を身につけられるよう支援を行っていきます。
ボール遊びや体操、ダンスなど、全身を動かす活動に加え、はさみ、のりなど文房具を使って指先の運動にも取り組んでいきます。

本
人
支
援

視覚、聴覚、触覚などを活用して必要な情報を収集し、認知機能の発達を促していきます。
児童それぞれの認知・行動の特性に配慮しながら支援を行っていきます。

日常的なやり取りの中での意思表示の練習の他、個別にも特性を踏まえての伝達の練習をしていきます。
発語が苦手な児童には相手に伝わりやすいジェスチャーや仕草の習得にも取り組んでいきます。
自分の気持ちが伝わった時の喜びを大切にして支援に取り組んでいきます。

普段の遊びや活動の中で、友達同士で良好な関係を築けるように取り組んでいきます。
集団での活動が苦手な児童には一人での並行遊びから職員が加わり、少しずつ多人数でのコミュニケーションを学んでいきます。
またそれぞれの特性を踏まえて自分で心のコントロールができるように支援していきます。

支援方針
療育を通じて子どもたちと共に成長するいつも「最高の笑顔」で取り組みます。すべての事に「感謝の念」を持ち取り組みます。
社会の役に立つことを第一に考え取り組みます。自分が源という姿勢を忘れず取り組みます。
自ら学び子どもたちと成長する療育に取り組みます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
パンダキッズに関わる子どもたちが中心に輝かしい未来を創造します。子どもたち一人ひとりの個性を尊重し、最善の利益を大切にします。
福祉で「最高の笑顔」を届けます。地域、社会から必要とされる組織を目指します。

事業所名 パンダキッズ元町　放課後等デイサービス 作成日支援プログラム


